
 

 

 

 

 

 

 

 6月 20日（火）に開かれた、“錦城校区合同学校運営協議会”の様子を覗かせていただきまし

た。明石市では 2019年に小学校に、2020年には中学校に導入されたコミュニティ・スクールです

が、2020年から広まったコロナの影響で、なかなか動き出しにくかった現状があります。コロナ

禍から抜け出した今年はいよいよ、コミュニティ・スクールが動き始めています。  

 錦城校区合同学校運営協議会では、幼稚園・小学校・中学校とスタートした学校園の様子を紹

介しながら本年度の学校園の経営について説明・承認の後、今年の取組についての対話がおこな

われました。その中で、ここ数年の間は PTAの転換期で、これからの時代に対応する保護者のつ

ながりへと変わってきていることなどの情報交換が行われました。明石小学校は“あかしっ子応

援団”に、錦城中学校は“錦城ファミリー”へと変化されています。共通しているのが、子ども

を真ん中に置いて、子どもの成長のために“この指とまれ方式”の「できることを できるとき

に」という考え方がベースになっているところだと思います。委員さんから、それが本来の姿な

のではと言われましたが、形だけが引き継がれるうち、前例踏襲になり原点を見失ってしまう負

のスパイラルから抜け出し始めたのだと感じました。今回明石小学校、錦城中学校で、PTAを見直

す中で、今、希薄になってきている保護者同士のつながりや地域の中でのつながりをもう一度見

直し、子どもたちが育ち、なおかつ大人も楽しめ、成長できるつながりを創っていこうとするた

めの対話が始まっているんだなと感じました。それだけに、この“錦城校区合同学校運営協議

会”は、明石幼稚園、明石小学校、錦城中学校と 1幼・1小・1中という環境を活かし、子どもた

ちの成長をつなぐという意味でも一つになる意味と価値があるんだなと思いました。錦城校区で

は“あかしっ子応援団”や “錦城ファミリー”がうまく縦でつながりながら、地域全体で子ども

を育む仕組として幼・小・中がつながったコミュニティ・スクール

の方向性が見えてきたのではと思います。 

協議の中で、錦城中の校長先生が「地域の方にとっても、保護者

の方にとっても学校は入りにくい存在になっている」といったこと

を言われました。私がコミュニティ・スクールのモデル校としてコ

ミュニティ・スクールに取り組み始めた時、地域の方から「学校は

毎日見るけど、学校の中に入ることはない」・「子どもが卒業して

から、学校に入ったことがない」・「学校は敷居が高い」といった

ことをよく言われたことを思い出しました。 

「社会に開かれた教育課程」と言われても、地域の方にとって敷居の高いままの学校ではつな

がりにくいままなんだろうなと思います。その見えない壁を感じ、その敷居を低くしていくアプ

ローチをする中で、「社会に開かれた教育課程」の意味や価値が見えてくるのだと思います。 
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 錦城校区合同学校運営協議会を覗かせていただきました 

 
あかしっ子応援団です！ 



錦城中の校長先生は同じ敷地の中で活動されているコミセンの講座やサークルに参加されてい

る方に、コミセンに来られたついでに、中学校も覗いていただき、校舎をまわりながら、子ども

たちの様子を見てもらえたらと考えたそうです。コロナ禍の中で残念ながら実現しなかったそう

ですが、こうしたアクションが必要なんだと思います。私も敷居を低くしたいという思いから取

り組み始めたのが「大人も楽しむ学習広場」でしたが、コロナ禍の中で、残念ながら「大人も楽

しむ学習広場」を現在はストップしています。しかし、コロナ禍の中で、子どもたちは「高齢者

の人は家に閉じこもっているのでは？」という疑問から、これまで主に社会貢献的な活動であっ

た松が丘プロジェクトでの活動を地域の方との交流をメインにした交流型のプロジェクトへ舵を

切り、学校に地域の方を呼び込みはじめたのにはびっくりしました。子どもたちは高齢者との散

歩や軽い体操、将棋、折り紙、小物づくり、校内探検クイズ、手品・・・、そして中庭ではふれ

あいの池メダカをとって、金魚すくいならぬメダカすくいまで登場し、高齢者のみなさんから、

幼稚園の園児までという幅広い年齢に対応するプログラムを用意するなど、先生方はドキドキだ

ったと思います。子どもたちはそれ以上に、“来てくれるかな？”という心配が大きかったと思

います。しかし。その心配が地域の方が来てくれた時の子どもの笑顔につながったんだろうなと

思います。そうした目に見えない力が子どもたちの体に浸み込んでいくんだろうなと思います。 

錦城校区合同学校運営協議会では、そんな学校園の敷居を低く

し、コロナ禍の生活に潤いを、そして花を通してすこしでも地域

のつながりをと、昨年度から“花いっぱい運動”がスタートした

ようです。植える楽しみ、観る楽しみ等、地域の中にも楽しみに

されている方も少しずつ増えてきており、今年も継続していこう

という話になりました。その対話の中で、ある委員さんから明石

小のフェンス沿いにあった“時計草”にまつわる思い出などが出

たりと話は膨らんでいきました。何よりも、いかに子どもたちも

巻き込んでいくか、幼小中がどのようにつながった活動にするか

などが課題としてあげられましたが、そうした課題が出され、話

し合われるのが学校運営協議会の本来の姿だと思います。錦城校

区でどんな縦と横につながった子どもたちの学びが生まれてくる

か楽しみです。 

次回の合同学校運営協議会は 11月と期間がありますが、“花

いっぱい運動”は“この指とまれ方式”で、“明石幼稚園 P T 

A”・“あかしっ子応援団”・“錦城ファミリー”がつながり、

学校園と連携しながらネットワークが広がり、動いていくのだろ

うなと思います。『花いっぱい運動で、子どもがつながり、学校

園がつながり、保護者がつながり、そして地域が元気になる錦城

校区幼・小・中一貫の学びの仕組』が、 “この指とまれ方式”

のネットワークがベースになり、出来上がっていくのではと感じ

ました。楽しみですね。 

 この活動の支える補助金についても話題にあがりましたが、このように学校運営協議会で活動

の目的等がしっかり話し合われ、地域みんなで子どもを育て、地域をつないでいく活動のために

活用されていくことで持続可能なものになっていくんだろうなと思いました。                                    

（文責：北本） 


